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電気用品安全法に関する質問について 

      平成２０年２月２８日 製品安全課 

項  目 製造事業者の解釈について 

 

 

１ 内容 

  Ｂ社は、特定電気用品（自動販売機）について、設計を行い、製造上の品質・工

程管理の手順書を作成し、製品に関する全責任を負います。 

 Ｂ社自身で製造を行う能力を有するが、製造スペース（ライン）、人員の関係で

資本関係を有するＡ社工場とその社員を借用して製造することを計画しています。

 Ａ社工場の製造に際しては、Ｂ社の社員の管理（作業手順の指導、工程内検査等）

のもとでＡ社社員が実施する。 

 完成品検査等（施行規則第１１条「検査の方式」）は、Ａ社の検査設備を用いて

Ｂ社の社員が実施又はＢ社の社員立会いのもとでＡ社社員が実施。 

 このように、製造及び検査に関して、全てＢ社の管理下にあることから、法第３

条「事業の届出」の、「電気用品製造事業届出書」は、Ｂ社が届出ると理解してよ

ろしいでしょうか。 

 

 

２ 回答 

 本件の場合、Ａ社とＢ社の間に資本関係（Ａ社はＢ社の子会社等）があり、Ｂ社

がＡ社工場の製造ライン及び社員を借用して製造し、Ｂ社の管理下で製造及び検

査を実施して製品に関する全責任をＢ社が負うことから、法第３条「事業の届出」

は、Ｂ社が届出るものとする。 

 


